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次の注意喚起シンボルの意味を十分に理解の上、この取扱説明書をお読みください。

警告： この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

注意： この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています。

※ 「 危険注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
　 いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので必ず守ってください。

注意：製品の据付け、操作、メンテナンスに関する重要なご注意。
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　このたびは日東工器の製品をお買い求めいただきましてありがとうございます。ご使用前に
この取扱説明書をよくお読みの上、正しく効率的に作業することをお願いいたします。なお、
この取扱説明書は必要なときにすぐ見られる場所に保管してください。

使用上の注意事項
本機をご使用になる場合は、けがのないよう後述の基本的な安全対策を行なってください。

《工具全般》

警告
● 作業に適した服装をしてください。（図1）
可動部分にからまれると危険ですので、ルーズな服装や装飾品をつけての作業はし
ないでください。滑りにくい履物を履いてください。また、長髪のかたは髪が完全
に収められる保護帽を着用してください。

● 常に保護メガネを着用してください。（図1）
普通のメガネは、耐衝撃性のレンズしかついてないので保護メガネとはいえません。

● 大きな騒音を発する場合は耳せんを着用してください。（図1）
● 防じんマスクを着用してください。（図1）
作業で粉じん等が発生する場合は防じんマスクを着用してください。

● 無理な姿勢での作業はおやめください。
適切な足場で、バランスの良い姿勢で作業してください。

● 工具の中には相当の振動を感じるものがあります。

使用中に不快感や苦痛を感じるような事があったときには作業を中断し、

まず医師の検診を受けてください。
● 疲労時は使用をおやめください。
● 作動中の先端可動部には絶対に触れないでください。

作業される方へ

作業場所について
警告
● 作業場所はきれいにしてください。
　ちらかした場所や作業台での作業は事故をまねきます。
● 作業場所にはご注意ください。
工具を雨にさらさないでください。湿った場所や濡れた場所で工具を使用しないで
ください。
作業場所は十分に明るくしておいてください。

● 引火性の液体の近くや、ガスなどの爆発性の雰囲気での作業は絶対にしないでくだ
さい。（図２）

● 子供を作業場所に近づけないでください。
　子供や作業関係者以外の人を作業場所に近づけないでください。
● 工具の中には大きな音を出すものがあります。
　各地の騒音規制に適合しているかどうか必ず確認してください。

シ
ン
ナ
ー

ラッカー

ガ
ソ
リ
ン

図2

作業前に
警告
● 工具を使用する前に点検を行なってください。
使用前にネジなどがしっかり締まっているか、保護カバーやその他の部品に損傷がないか点検し、正常に作動するか、また所
定の機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取り付け状態、その他運転に影響をおよぼす全ての箇所に異常がない
か確認してください。
破損した保護カバー、その他の部品交換は取扱説明書に従ってください。取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求め
の販売店またはお近くのサービス日東会加盟店に修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合はお買い求めの販売店またはお近くのサービス日東会加盟店に修理を依頼してください。
作動スイッチで始動および停止のできない工具は使用しないでください。

● 先端工具は確実に取り付けてください。
　先端工具の取り付けが不十分ですと、飛び出し、破損等でけがの原因となります。
● 調整後はスパナやレンチ等を必ず取りはずしてください。
● 適切な工具をお使いください。
　工具やその部品の能力を越えるような重作業はしないでください。また本来の用途以外では使用しないでください。
● 無理な使い方をしないでください。
　工具は仕様どおり使うことにより、能率よく安全に使うことができます。
● 加工物は固定してください。
　加工物はバイスやクランプで固定してください。加工物を手で持つより安全であり、工具を両手で操作することができます。
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取扱いについて
警告
● 工具の保管方法
工具を使用しないときは、乾燥した場所に保管してください。また、子供の手の届かない場所に保管してください。

● 持ち運びに注意してください。
工具の作動スイッチに手をかけて持ち運ばないでください。

● 工具を作動させたまま放置しないでください。
作動スイッチを切り、動力源からはずし完全に停止するまで作業場を離れないでください。

保守・点検
警告
● 分解や改造はしないでください。
分解や改造を行なった工具の使用は事故の原因となります。

● 先端工具・附属品等を点検してください。
先端工具・附属品等は本機に取り付け前に損傷、劣化がないことを必ず確認してください。損傷等がある場合は交換、または
お買い求めの販売店またはサービス日東会加盟店に修理を依頼してください。

● 破損した部分がないか点検してください。
附属品やその他部品が破損していないか、工具が正常に作動するか、適切に作業できるか十分に確認してください。可動部分
の連結状態は正常か、故障部品はないか、取り付け状態は良好か、そしてその他作動に支障きたすところがないか確認してく
ださい。破損や作業に支障をきたす附属品や部品がありましたら、お買い求めの販売店またはお近くのサービス日東会加盟店
に修理を依頼してください。

● 専門店に修理を依頼してください。
修理または部品の交換はお買い求めの販売店またはお近くのサービス日東会加盟店に依頼してください。

● 純正部品をご使用ください。
不適切な部品を使用すると重大な事故につながります。
純正部品に関しては、この取扱説明書を参考にするかお買い求めの販売店もしくはお近くのサービス日東会加盟店にお問い合
わせください。

● 工具に付いているラベル、銘板ははがさないでください。
ラベル、銘板が傷ついたり、はがれたりしたらお買い求めの販売店もしくはお近くのサービス日東会加盟店まで連絡し交換し
てください。
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《電動工具全般》

●使用電源は必ず銘板に表示してある電源で使用してください。
●必ず接地（アース）をしてください。（図３）
本機はシングル絶縁構造ですので必ず接地（アース）をしてくださ
い。接地する場合はプラグのアースクリップを使用すると便利で
す。

●アース線は絶対にガス管に接続しないでください。爆発の恐れがあ
ります。

●アースクリップやアース線に異常のないことを確認してくだい。
テスターや絶縁抵抗計をお持ちでしたらアースクリップと機械本体の金属部間の導通を確認してください。アース
棒やアース板を地中に埋め込み、アース線を接続するような電気工事は電気工事士の資格が必要ですので最寄の電
気工事店に相談してください。

●コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って工具を運んだり、コードを引っ張ってコンセントから抜かないでください。また、コードを加工す
る、無理に曲げる、高温部に近づける、引っ張る、ねじる、束ねる、重いものをのせる、挟み込む、金属部に引っ
掛ける等でコードに損傷を与えないでください。

●ご使用に先立ち、本機を接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の技術基準などに規定された感電防止用漏
電遮断器が設置されているかどうか確認してください。

●不意な始動は避けてください。
電源プラグを電源に差し込む前に、スイッチが切れていることを確かめてください。

●準備および保守･点検を行なうときはスイッチをOFF（切）にし、電源プラグを電源から抜いてください。

《本機に関する注意事項》

警告

電源プラグ

アースクリップ

図 3
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